
『観
心
本
尊
抄
』
本
門
法
体
四
十
五
字
中
の

「己
心
」
に
つ
い
て

大

平

宏

龍

目
　
次

問
題
の
所
在

先
学
諸
師
の
見
解

日
蓮
遺
文
に
お
け
る

「己
心
」

い
わ
ゆ
る

「己
心
論
争
」
に
つ
い
て

『本
尊
抄
』
の
文
脈
か
ら
み
た

「己
心
」

「己
心
」
管
見

結
語

一
、
問
題
の
所
在

日
蓮
聖
人
の
主
著
で
あ
る

『如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
（以
下
、
『本
尊
抄
し

の
文
中

今
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
常
住
浄
土
仏
既
過
去
不
滅
未
来
不
生
所
化
以
同
体
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也

の
四
十
五
字
は
、
天
台
の
一
念
三
千
観
に
対
す
る
聖
人
の
一
念
三
千
観
を
示
す

一
節
と
し
て
、
本
門
法
体
の
四
十
五
字
、
あ
る
い
は

社
外
学
業
　
第

二
十
二
考

七 六 五 四 三 二 一



が
あ

と     の か 四
こ 読 説 は 十

る 界 の り い の ん 化 今 が
｀
五

の も 因 て ま 四 で 以 本 あ 多 字
も 無 果

｀
だ 十 お テ 時 る く 法

角「」¬ 易線身復霊翠亀屎姿べ
Ξ
采螢Ξ

に 無  無 の 九 や 正 顕 の  ナ 婆 今 因 な

開
目
抄

と
図
解
さ
れ

ど
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
清
水
龍
山
師
が

「心

・
仏

・
衆
生
」
の
三
法
妙
で
解
す
る
ほ

ｏ
本
果

。
本
国
土
」
の
本
門
の
三
妙
に
よ
っ
て
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
十
五
字
の
読
み
に
つ
い
て
も
、
諸
氏

は
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
に
従

っ
て
、

世
界
ハ
三
災
ヲ
離
レ
四
劫
ヲ
出
デ
タ
ル
常
住
ノ
浄
土
ナ
リ
。
仏
既
二
過
去
ニ
モ
滅
セ
ズ
未
来
ニ
モ
生
ゼ
ズ
。
所

り
。
此
レ
即
チ
己
心
ノ
三
千
具
足
、
三
種
ノ
世
間
ナ
リ
。

意
味
す
る
所
と
同
致
の
文
と
し
て

『開
目
抄
』
の

本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の

一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
（引
用
者
中
略
）
本
門
に
い
た

覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
辺
門
の
十
界

ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
レ
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏

界
に
備
て
、
真
ノ十
界
互
具

・
百
界
千
如

・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。

事
で
あ
る
。
『開
目
抄
』
の
文
意
が
、

中
―
真
ノ十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千

対
し
て
、
『本
尊
抄
』
は
、



十
界
互
具
―
正

依
正

互
融

我
常
在
此
娑
婆
一ム一ム‐
今
本
時
娑
婆
一ム云
‐‐
本
国
土
十
界
の
国
土
―
―
―
依
報

己
心
三
千
具
足
三
種
世
間

と
図
解
さ
れ
て
、
こ
の
両
者
は
聖
人
の

一
念
三
千
観

（ま
こ
と
の
一
念
三
千
、
真
の
一
念
三
千
）
を
示
す
も
の
と
し
て
同
意
と
解
さ
れ

る
。
即
ち
、
『開
目
抄
』
は
本
因
本
果
の
法
門
と
し
て
、
十
界
久
遠
の
正
報
が
表
と
な

っ
て
い
る
が
、
裏
に
は
本
国
土
妙
と
の
互
融

も
前
提
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
れ
故
に

『本
尊
抄
』
と
同
じ
く
本
因
果
国
の
三
妙
の
文
が
、
聖
人
の

「真
の
一
念
三
千
」
の
依

文
と
な
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
現
在
で
は
、
ほ
ぼ

一
致
し
た
見
解
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

聖
人
の
一
念
三
千

（本
門
の
一
念
三
千
、
あ
る
い
は
事
具

一
念
三
千
）
の
法
華
経
の
中
で
の
依
文
や
、
そ
の
考
え
方
、
換
言
す
れ
ば

一
念
三
千
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
開
本
両
抄
以
外
に
は
詳
述
さ
れ
た
所
は
な
い
。
そ
の
内
容
は
先
述
の
如
く
同
じ
と
み
ら
れ
る

所
で
あ
る
が
、
本
因
本
果
を
面
と
す
る
か
、
本
因
果
国
全
体
で
示
さ
れ
る
か
、
の
違
い
の
外
に
、
も

っ
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
点
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
即
ち
、
『開
目
抄
』
が
、　
一
念
三
千
を
客
体
的
に
論
述
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『本
尊
抄
』
は

「己
心
」
の
三
千
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『本
尊
抄
』
に
於
て
も
、
聖
人
の

一
念
三
千
を
客
体
的
に
、
あ
る
い
は
純
理
論

的
に
論
じ
る
の
な
ら
ば
、
ヨ

念
三
千
具
足
三
種
世
間
也
」
で
よ
か
つ
た
で
あ
ろ
う
し
、
い
わ
ゆ
る

「己
心
論
争
」
も
、
実
は
純
理

『祝
ぶ
木
ヰ
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



論
的
な

一
念
三
千
論
と
い
う
面
が
強
く
意
識
さ
れ
て
起
こ
っ
た
の
で
は
と
も
考
え
ら
れ
る
。
私
も
当
初
は
そ
の
よ
う
な
意
識
に
導
か

れ
て

「己
心
」
の
表
現
に
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
聖
人
の
真
蹟
の
本
文
は

「己
心
」
で
あ
り
、
素
直
に
本
文
を

拝
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
表
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
は
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
従
来

「己
心
論
争
」
は
あ
っ
た
が
、

な
ぜ

「己
心
」
な
の
か
、
更
に
は
そ
の
真
意
は
何
な
の
か
、
の
議
論
は
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
実
は

聖
人
の
思
想
を
考
え
る
上
で
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
私
見
を
記
し
、
大
方
の
御
批
判
を
仰

ぐ
所
で
あ
る
。

二
、
先
学
諸
師
の
見
解

い
わ
ゆ
る
己
心
論
争
が
記
憶
に
あ
る
我
々
と
し
て
は
、
古
来
か
ら
の
先
師
が
当
面
の
問
題
の

「己
心
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

解
釈
を
行

っ
て
い
る
か
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
所
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
い

わ
ゆ
る

『常
師
見
聞
』
も
行
学
朝
師
の

『観
心
本
尊
砂
私
記
』
も
な
ぜ

「己
心
」
か
は
問
題
と
し
て
い
な
い
。
隆
師
の
場
合
も
そ
れ

は
同
様
で
あ
り
、　
一
般
的
意
味
に
お
い
て

「自
己
の
心
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
『録
内
啓
蒙
』
も

「宏
記
」
と

「恵
抄
」
を
引
く

の
は
、
読
み
の
違
い
に
注
意
し
て
い
る
故
で
あ
り
、
解
釈
と
し
て
は

「宏
記
」
を
引
き
、

宏
記
云
此
即
己
心
等
者
是
即

一
心
三
観

一
念
三
千
ノ内
証
ヲ云
也

と
い
う
。
や
は
り

「己
心
」
を

一
般
的
な
意
味
に
お
け
る

「自
己
の
心
」
と
解
釈
す
る
故
に
、　
一
心
三
観
、　
一
念
三
千
の

「
一
心
」

「
一
念
」
と
同
じ
意
味
あ
い
に
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
の
諸
師
も
同
様
と
見
ら
れ
る
。



三
、
日
蓮
遺
文
に
お
け
る

「己
心
」

『本
尊
抄
』
に
お
け
る

「己
心
」
は
別
の
所
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
遺
文
に
見
え
る

「己
心
」
を

一
瞥
し
て
お

き
た
い
。

ま
ず
真
蹟
の
存
在
す
る
も
の

（真
蹟
断
簡
の
存
在
す
る
も
の
を
含
む
）
と
し
て
は
、
『八
宗
違
目
砂
』
『下
山
御
消
息
』
『像
法
決
疑

経
等
要
文
』
及
び

『断
簡
三
四
七
』
が
あ
る
。

『八
宗
違
目
砂
』
は
、
『止
観
』

一
を
引
い
た
後

「当
知
己
心
具

一
切
法
実
」
と
あ
り
、
こ
の
己
心
は

一
般
的
な
意
味
に
お
け
る

「自
分
の
心
」
で
あ
る
。
ま
た
同
砂
に
は

『弘
決
』
の

「故
序
中
云
説
己
心
中
所
行
法
門
良
有
以
也
」
を
引
く
。
こ
れ
は

『像
法
決

疑
経
等
要
文
』
『断
簡
三
四
七
』
に
も
引
か
れ
る
所
で
あ
る
。
『下
山
御
消
息
』
で
は

「此
の
法
門
を
ば
己
心
に
収
て
口
に
も
出
し
給

は
ず
」
と
あ
り
、
『断
簡
三
四
七
』
で
も

「問
日
止
観
先
六
重
先
四
巻
間
有
天
台
大
師
己
心
中

一
念
三
千
名
目
乎
」
と
あ
る
の
は
、

や
は
り

一
般
的
な
意
味
に
お
い
て
の

「自
分
の
心
」
で
あ

っ
て
、
後
述
の
よ
う
に

『本
尊
抄
』
の
四
十
五
字
の
中
の

「己
心
」
と
は
、

意
味
す
る
所
の
力
点
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
参
考
の
為
に
真
蹟
の
見
出
さ
れ
て
い
な
い
遺
文
に
つ
い
て
み
て
お
く
と
、
ま
ず
前
に
も
出
た

「説
己
心
中
所
行
法
門
」
は

『
一
念
三
千
理
事
』
『立
正
観
抄
』
『立
正
観
抄
送
状
』
な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
蹟
の
な
い
遺
文
に
み
ら
れ
る

「己

心
」
は
、
多
く
が

「心
外
」
す
な
わ
ち
経
釈
上
の
こ
と
と
か
客
体
的
な
こ
と
で
は
な
い

「心
内
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
。

そ
れ
は

「私
の
」
と
い
う
面
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
「自
分
」

一
般
を
い
う
の
で
も
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
を

「心
の
内
」

に
お
い
て
問
題
と
し
、
捉
え
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

『れ
だ
木
斗
妙
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



但
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
持
つ
と
云
と
も
、
若
己
心
の
外
に
法
あ
り
と
思
は
ば
、
全
く
妙
法
に
あ
ら
ず
、
危
法
な
り
。

『
一
生
成
仏
砂
』

釈
迦
仏
御
造
立
の
御
事
。
無
始
蹟
劫
よ
り
い
ま
だ
顕
れ
ま
し
ま
さ
ぬ
己
心
の

一
念
三
千
の
仏
、
造
り
顕
し
ま
し
ま
す
か
。

『真
間
釈
迦
仏
御
供
養
逐
状
』

寿
量
品
の
自
我
偶
云

一
心
欲
見
仏
不
自
惜
身
命
云
云
。
日
蓮
が
己
心
の
仏
界
を
此
文
に
依
て
顕
す
也
。
　

　

『義
浄
房
御
書
』

所
詮
万
法
は
己
心
に
収
て

一
塵
も
か
け

（閉
）
ず
。
九
山
八
海
も
我
身
に
備
て
、
日
月
衆
星
も
己
心
に
あ
り
。
然
と
い
へ
ど
も
、

盲
目
の
者
の
鏡
に
影
を
浮
べ
る
に
見
え
ず
、
嬰
児
の
水
火
を
怖
れ
ざ
る
が
如
し
。
外
典
の
外
道
、
内
典
の
小
乗

・
権
大
乗
等
は

皆
己
心
の
法
を
片
端
片
端
説
て
候
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『蒙
古
使
御
書
』

所
詮
三
周
の
声
聞
、
法
華
経
に
来
て
己
心
の
宝
塔
を
見
る
と
云
事
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『阿
仏
房
御
書
』

我
が
己
心
の
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
と
あ
が
め
奉
て
、
我
が
己
心
中
の
仏
性
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
よ
び
よ
ば
れ
て
顕
れ
給
処
を
仏

と
は
云
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『法
華
初
心
成
仏
砂
』

仏
ノ
心
法
妙
卜
衆
生
ノ
心
法
妙
卜
取
斬
此
二
妙
↓摂
ユ
ルカ
己
心
一故
二心
ノ
外
．症
い時
ナ
リ
法
。
己
心
卜
心
性
卜
心
体
ト
ノ
三
ハ己
身
ノ
本
覚
ノ
〓
一身
如

来
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
一世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
』

な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は

「己
心
の
本
尊
」
の
強
調
と
も
な
る
。
『観
心
本
尊
砂
文
科
』
の
科
文
に
み
え
る
、

三
．ス
者
明
誓
一千
常
住
所
化
同
体
己
心
ノ本
尊
ノ相
貌
九
）

な
ど
は
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
「己
心
」
を

「自
分
の
み
知

っ
て
い
て
、
他
の
知
ら
ぬ
秘
儀
」
の
如
き
意
味
の
文
脈
の
中
で
使
用
し
て
い

る
例
で
、



予
年
来
雖
レ
秘
立卜
己
心
一二此
法
門
を
書
キ
付
て
留
メ置
ヵず
ん
ば
、
門
家
の
遺
弟
等
定
メ
テ
可
”加
夕無
慈
悲
ノ読
言
↓。冨
一大
秘
法
稟
承
事
』

は
そ
れ
で
あ
る
し
、

答
テ云
ク
日
蓮
之
己
心
相
承
ノ秘
法

此
答
二可
叶
顕
ス也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『十
八
円
満
砂
』

及
び
、
『御
講
聞
書
』
に
も
同
類
の
文
が
あ
る
。
真
蹟
遺
文
に
み
え
る

「己
心
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

『御
義
口
伝
』
に
み
え
る
所
は
、
ほ
と
ん
ど

「自
分
の
心
」
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
『本
尊
抄
』
の
前
半
が
、
自
分
の
心
に
仏
界
さ

ら
に
は
釈
尊
を
具
足
す
る
こ
と
の
難
信
難
解
を
示
し
、
そ
れ
を
直
ち
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
題
目
の
受
持
に
よ
っ
て

「釈
尊
因
行

果
徳
の
功
徳
」
を
自
然
譲
与
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
「我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
」
等
と
す
る
の
に
対

し
て
、
経
文
の
解
釈
で
直
ち
に

「己
心
釈
迦
多
宝
」
「己
心
仏
」
等
と
し
て
い
る
。
『本
尊
抄
』
の
結
論
の
上
に
た
っ
た
達
意
的
解
釈

と
さ
れ
て
き
た
所
以
で
は
あ
ろ
う
が

『本
尊
抄
』
に
お
け
る
聖
人
の
自
己
の
心

へ
の
追
及
の
厳
し
さ
と
は
大
き
な
落
差
の
あ
る
表
現

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
い
わ
ゆ
る

「己
心
論
争
」
に
つ
い
て

清
水
龍
山
稿

「槻
心
本
尊
砂
要
義
」
の
緒
言
を
み
る
と
、
昭
和
七
年
度
学
部
二
年
生
の
為
に

『本
尊
抄
』
を
講
じ
た
が
、
「雖
然

所
詮
非

一
念
三
千
仏
種
者
有
情
成
仏
木
画
二
像
之
本
尊
有
名
無
実
也
」
の
文
の
所
で
学
年
末
と
な
り
、
以
下
の
所
を
十
分
に
講
義
で

き
ず
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る

「
四
十
五
字
の
法
体
」
の
文
に
つ
い
て
ま
、

『祝
ぶ
木
ヰ
沙
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



是
れ
正
く
本
門
の
三
法
妙
に
し
て
我
家
事
親
の
法
性
な
り
、
故
に
彼
天
台
が
述
門
の
三
法
妙
を
観
心
の
原
則
と
す
る
に
準
じ
て

解
す
べ
し
。
而
し
て
彼
家
能
具
の

一
心

一
念
は
我
等
在
迷
因
人
の
六
識
陰
妄
の
事
心
な
り
、
我
家
今
文
の
能
具
の

「
一
心

一

念
」
即
ち

「己
心
ノ
〓
一千
具
足
」
の

「己
心
」
は
果
た
し
て
如
何
、
彼
我
同
な
り
や
異
な
り
や
、
此
に
就
て
学
者
異
議
す
。
河

合
日
辰
師
は

『本
砂
探
霊
』
に

「法
界
周
遍
の
大
心
」
と
、
山
川
智
應
氏
は

『日
蓮
聖
人
の
研
究
』
第
二
輯
及

『毒
鼓
』
昭
和

六
年
十
月
琥
に

「佛
果
々
上
の

一
心

一
念
」
と
、
又
或
者
は

「信
心
の

一
念
」
と
云
ふ
。
執
れ
か
果
し
て
本
砂
の
文
義
意
に
自

然
妥
営
な
り
や
、
今
敢
て
論
断
せ
ず
、
請
ふ
本
文
を
講
ず
る
に
随
つ
て
各
自
商
量
研
豪
せ
よ
云
云
。

と
、
以
て
宿
題
と
為
し
て
課
し
置
け
り
。
乃
ち
姦
に
自
他
異
議
の
大
旨
を
略
述
し
て
講
義
の
縁
快
を
補
ひ
、
以
て
諸
子
が
鑽
仰

に
資
せ
ん
。

と
記
し
、
自
ら
は

「
一
妙
院
日
導

繍
番

優
陀
那
日
輝

（桐
捌
叫
瓢
ｊ

両
学
匠
を
祖
述
す
る
の
反
」
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
清
水
氏
の
意
図
が
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
結
論
は
、
前
に
も
あ
る
通
り
、

上
末
之
を
要
す
る
に
、
今。
文。

「
四。
十。
五。
字。
」
―ょ。
正。
く。
是。
れ。
本。
昨
事。
の。
一
距
三。
法。
「
念。
三。
千。
義。
也。
。
膿
つ。
て。

「己。
小
」
と。
―よ。
具。
―こ。

―ょ。

「自。
己。
卜
」
―こ。
し。
て。
恥
ち。
的。
く。
我。
等。
行。
者。
在。
迷。
因。
人。
の。

「
一
卜
」
「
一
念。
」
を。
指。
す。
也。
．
（○
は
著
者
の
付
し
た
マ
こ

と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
山
川
智
應
稿

「
「視
心
本
尊
抄
」
四
十
五
字
法
性
段
正
義
」
で
は
、

一
、
先
づ

『四
十
五
字
法
性
』
段
の
文
相
を
繹
す

の

一
節
を
承
け
て
、

以
上
の
文
相
正
釈
に
依
れ
ば

「
四
十
五
字
法
性
」
段
の

「己
心
」
と
は
、
本
佛
果
上
の

一
念
、
即
ち
本
果
成
道
時
の

一
念
。

「大
覺
世
尊
久
遠
賞
成
ノ
営
初
、
證
得
ノ
一
念
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
三
千
は
明
か
に
久
成
證
果
の
本
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五
、
『本
尊
抄
』
の
文
脈
か
ら
み
た
己
心

管
見
に
於
て
み
ら
れ
る
所
で
は
、
以
上
の
諸
氏
が
み
な

「己
心
」
の
実
態
を

一
般
的

・
抽
象
的
に
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『本
尊
抄
』
の
文
脈
か
ら
み
た

「己
心
」
の
意
味
を
お
さ
え
た
上
で
、
そ
の
実
態
を
示
さ
れ
た
の
が
、
株
橋
日
涌
説
で
あ
る
。
後
の

考
察
の
便
宜
上
、
長
く
な
る
が
、
そ
の
見
解
を
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、

今
文
の

「己
心
」
に
つ
い
て
或
は
本
佛
果
上
の

一
念
と
す
る
者
、
或
は
凡
夫
因
具
の
迷
妄
の

一
念
と
す
る
者
あ
る
が
、
今
の

「己
心
」
が
そ
の
何
れ
で
も
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
本
砂
前
末
の

「己
心
」
を
拝
見
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

上
の
第
十
八
間
に

「是
ノ
如
キ
佛
陀
何
ヲ
以
テ
カ
我
等
ガ
凡
夫
ノ
己
心

二
住
セ
シ
メ
ン
ヤ
」
維
九一Ю
３

と
て
ヽ
如
何
に
し

て
我
等
凡
夫
の
己
心
に
尊
貴
無
上
の
佛
陀
を
具
す
る
や
の
難
問
に
始
ま
り
、
次
に
同
じ
く
第
十
八
間
中
に

「此
等
ハ
我
ガ

一
念

ノ
十
界
欺
」
維
九一Ю
り

と
い
い
、
第
二
十
間
の

「上
の
大
難
未
ダ
其
ノ
會
通
ヲ
聞
カ
ズ
」
維
九一Ю
じ

と
て
ヽ
教
主
澤
尊
が
如

何
に
し
て
か
我
等
が
如
き
具
縛
の
凡
夫
に
具
す
る
か
の
大
難
問
に
答

へ
て
、
無
量
義
経

・
法
華
紅
等
の
経
繹
を
引
い
て
會
通
し
、

「爾
り
と
雖
モ
文
ノ
心
ハ
繹
尊
ノ
因
行
果
徳
ノ
ニ
法
ハ
」
一ム云
と
て
、
妙
法
蓮
華
経
を
受
持
す
る
我
等
凡
夫
の
信
行
親
心
に
お
い

て
始
め
て
本
佛
繹
尊
の
本
因
本
果
即
ち
本
地
の
九
界

・
佛
界
の
功
徳
を
有
す
る
こ
と
を
得
る
と
の
意
を
的
示
し
た
後
、
「無
上

賓
珠
不
求
自
得
」
の
経
文
を
示
し
て

「我
等
ガ
己
心
ノ
啓
聞
界
ナ
リ
」
維
九一Ю
じ

と
い
い
、
更
に
壽
量
品
の

「我
賞
成
佛
已

末
」
一ム一ム
の
文
を
以
て
、
「我
等
ガ
己。
ト
ノ
繹
尊

ハ
五
百
塵
鮎
乃
至
所
顧
ノ
三
身
ニ
シ
テ
無
始
ノ
古
佛
ナ
リ
」
（同
上
）
と
い
い
、

つ
づ
い
て

「我
本
行
菩
薩
道
」
一ム一ム
の
経
文
を
以
て
、
「我
等
が
己
心
ノ
菩
薩
等
ナ
リ
、
地
涌
千
界
ノ
菩
薩

ハ
己
心
ノ
繹
尊
ノ
谷

属
ナ
リ
乃
至
上
行

・
無
邊
行

・
浄
行

・
安
立
行
等

ハ
我
等
ガ
己。
ト
ノ
菩
薩
ナ
リ
」
（同
上
）
と
答

へ
て
末
た
の
で
あ
る
。
し
か
し



第
二
十
間
の
凡
夫
具
佛
界

ｏ
己
心
具
三
千
の
大
難
問
に
封
す
る
答
繹
は
未
だ
終
ら
ず
し
て
、
今
文
の

「今
本
時
ノ
娑
婆
」
以
下

の
四
十
五
字
の
解
説
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
四
十
五
字
中
の

「己
心
」
は
本
佛
果
上
の
己
心
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た

凡
夫
因
具
理
性
の
己
心
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
我
等
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
行
者
の
己
心
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
（○
は
著
者

の
付
し
た
マ
マ
）

と
言
わ
れ
る
の
は
、
『本
尊
抄
』
の
文
脈
を
追

っ
て
考
え
る
時
、
素
直
に
肯
か
れ
る
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
先
生
も
、
な
ぜ

「己
心
」
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。

六
、
「己
心
」
管
見

私
見
で
は
、
『本
尊
抄
』
前
半
に
お
け
る

「
一
念
」
と

「己
心
」
の
語
の
用
例
を
追

っ
て
ゆ
く
こ
と
、
及
び

『開
目
抄
』
中
の
一

節
と
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
で
、
四
十
五
字
中
の
己
心
の
語
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
が
、
更
に
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。
今
、
そ
れ

を
順
次
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（便
宜
上
、
間
答
を
①
等
で
、
ま
た
特
に
問
題
と
な
る

「己
心
」
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
）

摩
訂
止
観
第
五
云

［世
間
与
如
是

一
也
開
合
異
也
］
　

夫

一
心
具
十
法
界
。
…
此
三
千
在

一
念
心
。
翁
定
遺
』
七
〇
二
頁
）

①
～
④
問
曰
　
玄
義
明

一
念
三
千
名
目
乎
。
…
問
曰
　
文
句
明

一
念
三
千
名
目
乎
。
…

一
念
三
千
…

一
念
三
千

（同
）

⑦
問
日
　
止
観
前
四
明

一
念
三
千
名
目
乎

（同
）

故
序
中
云
説
己
心
中
所
行
法
門
…

（『定
遺
』
七
〇
三
頁
）

一
念
三
千
重
宝

（同
）

⑨
百
界
千
如
与

一
念
三
千
差
別
如
何
…

一
念
三
千

（同
）

『れ
だ
木
斗
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



観
門
難
信
難
解
百
界
千
如

・
一
念
三
千
…

（同
）

⑫
観
心
者
観
我
己
心
見
十
法
界
。
是
云
観
心
也

（『定
壼漫

七
〇
四
頁
）

不
見
法
華
経
並
天
台
大
師
所
述
摩
訂
止
観
等
明
鏡
不
知
自
具
十
界
百
界
千
如

一
念
三
千

（同
）

⑫
問
日
十
界
互
具
仏
語
分
明
、
雖
然
我
等
劣
心
具
仏
法
界
難
取
信
者
也

（『定
遺
』
七
〇
六
頁
）

人
界
所
具
仏
界
水
中
火
火
中
水
最
甚
難
信

（『定
遺
』
七
〇
六
頁
）

⑬
如
是
仏
陀
以
何
我
等
凡
夫
之
令
住
己
心
乎

（『定
遺
』
七
〇
七
頁
）

如
是
因
位
諸
行
皆
我
等
己
心
所
具
菩
薩
界
功
徳
欺

（『定
遺
』
七
〇
七
頁
）

此
等
皆
我

一
念
十
界
欺
。
己
心
三
千
欺

（『定
遺
』
七
〇
八
頁
）

法
華
経
文
何
所
十
界
互
具

・
百
界
千
如

・
一
念
三
千
分
明
証
文
有
之

（同
）

夫

一
念
三
千
法
門

一
代
権
実
削
名
目

（同
）

⑩
或
述
門

一
分
宣
之
不
云
本
門
与
観
心

（『定
遺
』
七

一
〇
頁
）

…
見
聞
天
台

一
念
三
千
法
門
…

（『定
遺
』
七

一
一
頁
）

雖
然
所
詮
非

一
念
三
千
佛
種
者
…

（同
）

⑩
…
雖
爾
文
心
者
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
、
我
等
受
持
此
五
字
自
然
譲
与
彼
因
果
功
徳

（『定
遺
』

頁
）
我
等
己
心
声
聞
界
也

（同
）

妙
覚
釈
尊
我
等
血
肉
也
、
因
果
功
徳
非
骨
髄
乎

（同
）

…
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也

（『定
遺
』
七
〓
一頁
）

七

一
一



…
我
等
己
心
菩
薩
等
也
、
地
涌
千
界
菩
薩
己
心
釈
尊
春
属
也

（同
）

上
行
無
辺
行
浄
行
安
立
行
等
我
等
己
心
菩
薩
也
。
妙
楽
大
師
云
、
当
知
身
土

一
念
三
千
。
故
成
道
時
称
此
本
理

一
身

一
念
遍

於
法
界
等

（『定
遺
』
七

一
二
頁
）

今
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
滅
未
来
不
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間

也

（同
）

④

一
念
三
千
殆
隔
竹
膜

（『定
遺
』
七

一
四
頁
）

⑫
百
界
千
如

一
念
三
千
尽
其
義

（『定
遺
』
七

一
九
頁
）

④
不
識

一
念
三
千
者

（『定
遺
』
七
一
一〇
頁
）

『観
心
本
尊
抄
副
状
』
観
心
法
門

（『定
遺
』
七
二
一
頁
）

以
上
を
み
る
と
、
章
安
に
よ
る

『止
観
』
の
序
の

「説
己
心
中
所
行
法
門
」
を
除
き

「己
心
」
の
語
は
第

一
二
問
答
の

「問
フ
テ

曰
ク
、
出
処
既
二
之
ヲ
聞
ク
。
観
心
之
心
如
何
。
答
ヘ
テ
日
ク
、
観
心
ト
ハ
我
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
。
是
ヲ
観
心
卜
云
フ

也
」
が
初
出
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「己
心
の
十
界
を
観
ず
る
」
の
が
本
抄
前
半
の
主
題
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
次
に
注
意
す
べ
き
は
第

一
七
間
で
、
「問
フ
テ
日
ク
、
十
界
互
具
ノ
仏
語
分
明
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
モ
我
等
力
劣
心
二
仏
法
界
ヲ
具

ス
ル
コ
ト
信
ヲ
取
り
難
キ
者
ナ
リ
」
と
述
べ
、
第

一
八
問
答
で
は

「是
ノ
如
キ
仏
陀
、
何
ヲ
以
テ
我
等
凡
夫
ノ
己
心
二
住
セ
シ
メ
ン

ヤ
」
と
強
調
し
、
更
に
は
釈
尊
の
過
去
の
因
行
を
あ
げ
て

「是
ノ
如
キ
因
位
ノ
諸
行
ハ
皆
我
等
力
己
心
所
具
ノ
菩
薩
界
ノ
功
徳
欺
」

と
述
べ
、
更
に
本
門
の
教
主
釈
尊
と
そ
の
所
化
を
述
門
に
比
較
し
、
広
く
十
方
世
界
の
二
乗

ｏ
諸
天
な
い
し
無
間
地
獄
ま
で
あ
げ
て

「此
等

ハ
皆
我

一
念
ノ
十
界
欺
、
己
心
ノ
三
千
欺
。
仏
説
為
リ
ト
雖
モ
之
ヲ
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
。
法
華
経
の
み
が
十
界
互
具

を
説
き
、
そ
れ
に
従

っ
て
天
台
大
師
の
み
が

一
念
三
千
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
十
界
互
具
が
理
解
で
き
な
い
と
な
ら
ば
、
法
華
経
も

『れ
ぶ
木
斗
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の

「ι
だ
」
に
つ
い
て



天
台
大
師
も
信
じ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
然
し
、
経
典
の
上
で
法
華
経
と
諸
経
と
の
優
劣
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、

天
台
大
師
の
み
が

一
念
三
千
を
述
べ
た
こ
と
は
数
の
上
で
は
不
利
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
の
す
ば
ら
し
さ
か
ら
、
そ
れ
に
依
る
人
が

あ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
凡
夫
の
心
に
釈
尊
を
具
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
。
た
だ

一
念
三
千
の

仏
種
で
な
け
れ
ば
有
情

・
非
情
の
成
仏
、
木
画
二
像
の
本
尊
は
成
立
し
な
い
。
そ
こ
で
ど
う
会
通
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
第
二
十

問
答
で
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
が
具
足
す
る
か
ら
、
そ
の
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の

因
果
の
功
徳
を
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
。
そ
れ
で
、
凡
心
に
釈
尊
を
具
す
る
の
と
同
じ
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
展

開
が
、
実
は

『開
目
抄
』
の
末
尾
近
く
に
示
さ
れ
た
、

又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
ノ唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
フ
ベ
し
と
も
み
へ
ず
。

但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此

一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
。
而
ど
も

一
代
経
々
の

中
に
は
此
経
計
り
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
し
。
石
女
に

子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
モ仏
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
一ム云
。

の

一
節
と
、
構
想

・
文
意
に
お
い
て

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

『開
目
抄
』
の

一
節
を
、
改
め
て
詳
説
し
克
実
し
た
の
が

『本
尊
抄
』
の
前
半
で
は
な
い
か
、
と
の
私
の
仮
説
を
前
提
に
す

る
と
、
『本
尊
抄
』
の
前
半
は
、
仏
種
子
た
る
事
具

一
念
三
千
の
成
立
の
為
の
必
要
条
件
と
し
て
、
凡
夫
の
己
心
に
十
界
を
具
す
こ

と
の
証
明
が
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
最
難
問
で
あ
る
己
心
具
釈
尊
の
解
決
が
著
述
の
目
的
で
あ

っ
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
解

決
は
、
然
し
直
ち
に
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
題
目
の
受
持
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
が
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
題
目
の
受
持
に
よ
る
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
の
自
然
譲
与
が
明
か
さ
れ
た
あ
と
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
法
華
経
の
経



文
の
解
釈
に
お
い
て
、
「己
心
ノ
声
聞
界
」
「己
心
ノ
釈
尊
」
「己
心
ノ
菩
薩
等
」
と
示
さ
れ
、
し
た
が
つ
て

「地
涌
千
界
ノ
菩
薩
ハ

己
心
ノ
釈
尊
ノ
春
属
ナ
リ
乃
至
上
行

・
無
辺
行

・
浄
行

・
安
立
行
等

ハ
我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
ナ
リ
」
と
云
わ
れ
た
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
文
脈
の
上
に
あ

っ
て
の
結
論
と
し
て
、
四
十
五
字
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
従

っ
て
、
本
因

・
本
果

・
本
国
土
三
妙
合
論

の
事
具
三
千
が
、
「己
心
」
に
具
足
す
る
も
の
と
示
さ
れ
た
の
が
、
当
面
問
題
の

「己
心
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
故
に
、
こ
こ

は

「
一
念
」
で
は
な
く
、
必
ず

「己
心
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
観
心
本
尊
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

従

っ
て
当
然

「今
本
時
娑
婆
世
界
」
の

「今
」
は
題
目
受
持
の

「今
」
で
あ
り
、
「己
心
」
は
、
「妙
法
五
字
を
受
持
す
る
行
者
の

己
心
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の

「己
心
」
は
、
「凡
夫
で
あ
る
私
の
心
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
『本
尊
抄
』
に
お
い
て
は
、
特
に

「凡
夫
で
あ
る
私
、
日
蓮
の
心
」
の
意
が
汲
み
取
れ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
日
蓮
聖
人
が

『開
目
抄
』

一
部
に
お
い
て
、
自
身
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、　
一
期
の
大
事
を
述
べ
ら
れ
た
結
語
に
近
い
所
で
、
自
己
の
心
中

に
十
界
を
具
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
そ
れ
を

『本
尊
抄
』
の
前
半
に
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『開
目
抄
』
よ
り
も

『本
尊
抄
』
の
方
が
、
内
面
の
問
題
と
し
て
切
実
で
あ
る
。
第
二
は
、
別
稿
で

も
考
え
た
よ
う
に
、
『本
尊
抄
』
は

『法
華
取
要
抄
』
と
共
に
、
法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
の
為
に
説
か
れ
た
経
で
あ
る
、
こ
と
を
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
華
経
観
は
、
他
の
遺
文
に
見
ら
れ
な
い
所
で
あ
る
。
そ
の
第
三
は
、
周
知
の
よ
う
に

『本
尊
抄
副
状
』
で

『本
尊
抄
』
が

「
日
蓮
当
身
の
大
事
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
日
蓮
聖
人
が

『本

尊
抄
』
に
お
い
て
、
自
身
の
信
心
の
世
界
を
示
さ
れ
た
、
い
う
所
の

「法
開
顕
」
の
謂
で
あ
る
と
の
意
に
解
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
私

『れ
だ
木
斗
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



も
そ
の
意
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
を
更
に
、
聖
人
が
御
自
身
の
実
存
を
か
け
て
著
さ
れ
た
著
と
し
て
の
意
味
の
上
に
考
え
た
い
。

理
由
の
第
四
は

『本
尊
抄
』
の
著
述
の
仕
方
に
、
他
の
著
に
み
ら
れ
な
い
特
色
が
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
別
稿
で
触
れ
た
所
で
あ

る
が
、
『本
尊
抄
』
の
前
半
に
お
い
て
は
、
経
論
釈
の
上
で
の
議
論
と
、
そ
れ
を
私
の
心
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
の
議
論
を
、
併
行

し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
誰
も
問
題
に
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『本
尊
抄
』
の
成
立
と
宗
祖
の

思
想
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
五
に
宗
祖
の

一
念
三
千
論
に
お
い
て
、
他
の

遺
文
、
特
に
佐
前
の
遺
文
と

『本
尊
抄
』
と
は
見
方
に
百
八
十
度
の
転
換
が
あ
る
こ
と
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も

既
に
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
佐
前
で
は
、
十
界
互
具
を
前
提
の
議
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
抄
で
は
あ
ら
た
め
て
十
界
互
具
を

論
証
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第
十
五
、
十
六
問
答
は
、
我
々
の
心
に
迷
界
の
六
道
を
具
す
る
こ
と
を
も

つ
て
、

更
に
四
聖
を
具
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る

（換
言
す
れ
ば
、
心
中
の
悪
の
存
在
が
善
を
も
具
え
る
こ
と
の
証
と
な
る
と
す
る
）

論
調
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
更
に
進
ん
で
最
難
問
の
凡
心
具
釈
尊
の
認
知
の
問
題
と
な
り
、
そ
れ
は
正
面
か
ら
智
慧
に
よ
っ
て
解
答

す
る
の
で
は
な
く
、
題
目
の
受
持
と
い
う
信
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
故
に
、
『本
尊
抄
』
は
、
日
蓮
聖
人
が
凡
夫
と
し

て
の
自
己
の
存
在
を
問
い
つ
め
た
結
果
と
し
て
題
目
の
信
行
を
明
か
し
た
著
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
「
四
十
五
字
」
で
は

一
般
的
な
意
味
で
の

「
一
心
」
ま
た
は

「
一
念
」
あ
る
い
は

「自
己
の
心
」
で
は

な
く
、
「末
法
凡
夫
の
日
蓮
聖
人
の

「己
心
Ｌ

の
意
を
こ
め
た

「己
心
」
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

故
に

「観
心
本
尊
抄
」
の

「観
心
」
と
は
、
聖
人
自
身
が
定
義
を
示
さ
れ
た

「観
心
者
観
我
己
心
見
十
法
界
、
是
云
観
心
也
」
の

意
で
あ
り
、
そ
れ
を
追
及
す
る
所
、
結
果
と
し
て

「法
行
観
心
」
に
対
す
る

「信
行
観
心
」
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
”
。

「観
心
」
の
義
を
拡
大
し
て
教
相
に
対
す
る

「観
心
」

一
般
の
義
と
し
て
解
し
た
り
、
更
に
は
中
古
天
台
の

「観
心
為
勝
」
の
意
で

の
観
心
と
解
す
る
な
ど
は
、
今
の
場
合
妥
当
で
な
か
ろ
う
。



七
、
結
語

『本
尊
抄
』
の

「本
門
法
体
の
四
十
五
字
」
中
の

「己
心
」
が
、
日
蓮
聖
人
の
実
存
を
か
け
て
つ
き
つ
め
ら
れ
た

「己
心
」
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
『本
尊
抄
』
が
聖
人
の
信
心
の
世
界
を
展
開
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
法
開
顕
の
著
で
あ
る
と
い
う
前
に
、
そ
こ
に

至
る
過
程
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
従
来
、
や
や
も
す
れ
ば
、
こ
の
点
で
は

『開
目
抄
』
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し

『開

目
抄
』
は
外
な
る
釈
尊
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
聖
人
の
行
動
を
中
心
と
し
て

「法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
か
否
か
を
自
ら
に
問
わ

れ
、
値
難
の
原
因
と
し
て
、
自
ら
の
過
去
の
謗
法
罪
を
懺
悔
さ
れ
た
著
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『本
尊
抄
』
は
本
門
の
一
念
三
千

を
唯

一
の
仏
種
と
み
る
聖
人
が
、
そ
の
基
底
と
な
る
十
界
互
具
の
成
立
を
か
け
て
自
ら
の
内
な
る
釈
尊
を
追
及
さ
れ
た
書
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
『本
尊
抄
』
を
こ
の
よ
う
な
書
と
み
る
立
場
は
、
管
見
に
お
い
て
は
他
に
み
ら
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
こ
の
私
見
は
、
聖

人
に
対
し
て
或
い
は
不
遜
と
も
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
見
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
従
来
の
日
蓮
聖
人
へ
の
批
判
、

即
ち
聖
人
教
学
は
、
経
釈
の
上
で
の
議
論
ば
か
り
で
、
自
己
内
省
の
部
分
が
な
い
浅
薄
な
思
想
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
見
方
へ
の
反

論
と
な
り
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
株
橋
先
生
は
前
に
引
用
し
た

一
節
の
後
で
、
「妙
法
五
字
を
受
持
す
る
行
者
の
己
心
」
と
し
た

「己
心
」
の
実
態
を
更
に

考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
教
学
の
体
系
か
ら
し
て
、
当
然
、
改
め
て
考
究
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
隆
師
の
下
種
論
を

ふ
ま
え
、
久
遠
下
種
に
性
徳
と
修
徳
の
両
様
あ
り
と
み
る
立
場
か
ら
整
理
さ
れ
て
い
る
。
前
言
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

「己
心
論

争
」
は
、
い
き
な
り
こ
の

「己
心
」
の
実
態
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
点
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
り
、
『本
尊
抄
』
の
文
脈
を
無
視
し

た
よ
う
な
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
『本
尊
抄
』
解
釈
と
し
て
は
空
し
い
応
酬
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
遺
憾
で

『れ
だ
木
斗
妙
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



あ

る
。
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「親
心
本
尊
抄
」
四
十
五
字
法
性
段
正
義
」
六
六
頁
な
ど

（６
）
庵
谷
行
亨
稿

「観
心
本
尊
抄

「己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
」
考
」
（立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺
』

山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
五
年
）
で
は
、
先
師
の
読
み
方
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
『日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
通
号
二
〇
号

（平

成
五
年
三
月
）
に
所
掲
の
論
文
と
同

一
。

（７
）
前
掲
、
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
六

一
一
頁

（８
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
五
五
二
頁

（９
）
株
橋
日
涌
著

『法
華
宗
名
目
』
（平
成
元
年
改
訂
版
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
発
行
）
四
九
頁
な
ど
。
但
し
理
解
の
為
に
法
華
経
寿

量
品
の
三
妙
の
文
も
加
え
て
あ
る
。

（１０
）
前
掲
、
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
六

一
九
頁
。
但
し
浅
井
回
道
著

『観
心
本
尊
抄
』
（仏
典
講
座
三
八
　
大
蔵
出
版
、



昭
和
五
七
年
）

一
六
七
頁
で
は
、
本
因
本
果
は
天
台
の

一
念
三
千
か
ら
出
発
し
、
本
因
果
国
は
妙
楽
の
身
土

一
念
三
千
か
ら
出
発

す
る
、
と
し
て
い
る
。

（１１
）
前
掲
、
浅
井
回
道
著

『観
心
本
尊
抄
』

一
六
三
頁
、　
三
ハ
四
～

一
六
七
頁
。
ま
た
、
浅
井
園
道
稿

「
い
ち
ね
ん
さ
ん
ぜ
ん
」

（立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
教
学
篇
』
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成

一
五
年
）
四
四
頁
ｄ
～
四
五
頁

ａ
。

（・２
）

一
念
三
千
に
関
し
て

『開
目
抄
』
は

「真
の

一
念
三
千
の
理
」
を
定
め
る
こ
と
が
主
題
で
あ
る
が
、
『本
尊
抄
』
は
そ
の
理
が

「私
の
心
に
具
足
す
る
こ
と
」
を
決
定
す
る
の
が
主
題
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（‐３
）
伝
富
木
日
常
著

『観
心
本
尊
抄
私
見
聞
』
翁
日
蓮
宗
宗
學
全
書
』
昭
和
三
四
年
刊

〔以
下
、
『宗
全
旨
）
第

一
巻

一
七
〇
頁

（‐４
）
行
學
院
日
朝
著

『観
心
本
尊
砂
私
記
』
第
五

（『宗
全
』
第

一
六
巻
、
二
一一四
頁
以
下
）

（・５
）
慶
林
坊
日
隆
師
の
著
述
中
に
は

『本
尊
抄
』
が

一
番
多
く
引
用
さ
れ

『弘
経
抄
』
で
は
五
百
回
以
上
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
い

ま
の

「己
心
」
に
関
し
て
は

『私
新
抄
』
『十
三
問
答
抄
』
『法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』
『本
門
弘
経
抄
』
『開
述
顕
本
宗
要
集
』
等

に
は

「自
己
の
心
」
「信
者
の
心
」
な
ど
の
意
と
み
ら
れ
る
よ
り
外
の
用
例
は
な
い
。
た
だ

『名
目
見
聞
』
第

一
一
に
は

「末
代

相
応
本
門
流
通
己
心
三
身
事
」
の

一
節
が
あ
り

「日
蓮
宗
の
意
は
名
字
即
凡
人
の
上
に

一
念
三
千
を
論
ず
。
観
心
本
尊
抄
是
れ
な

り
。
此
の
抄
の

一
念
三
千
は
文
は
止
観
従
り
出
で
て
義
分
は
本
門
流
通
末
代
凡
人
名
字
即
信
心
の

一
念
に
宿
る
処
の
三
千
な
り
。

観
心
抄
に
云
く
、
観
心
と
は
我
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
具
す
。
是
れ
を
観
心
と
云
ふ
な
り
と
云
へ
り
。
此
の
己
心
の
十
法
界
と

は
本
門
の
本
尊
是
れ
な
り
。
此
の
十
法
界
の
聖
衆
を
惣
持
す
れ
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
差
別
す
れ
ば
釈
迦

・
多
宝

・
上
行
乃

至
畜
類

・
餓
鬼

・
地
獄
等
也
。」
（野
口
日
壌
編

『日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
』
佛
立
教
学
院
、
昭
和
三
八
年
、
四
一
〇

～
四
一
一
頁
）
等
と
述
べ
、
『初
心
成
仏
抄
』
『観
心
本
尊
抄
』
『十
二
因
縁
抄
』
『真
間
抄
』
を
引
用
の
後

「観
心
抄
云
其
本
尊
為

体
本
時
娑
婆
上
宝
塔
居
空
葦
。
此
の
如
く
己
心
の
本
尊
依
正
三
千
は
悉
く
妙
法
蓮
華
経
な
り
」
等
と
云
わ
れ
て
い
る

（引
用
は
平

『れ
ぶ
木
ヰ
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



仮
名
使
用
の
書
き
下
し
と
し
た
）。
私
見
で
は
現
在
真
蹟
の
存
在
し
な
い
日
蓮
遺
文
中
の

「己
心
の
仏
」
等
と

『本
尊
抄
』
中
の

「己
心
の
釈
尊
」
等
と
は
意
味
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

「信
心
の

一
念
に
宿
る
」
こ
と
と
し
て
、
十
界
互
具
論
の

上
か
ら
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
『弘
経
抄
』
Ｆ
不
要
集
』
に
も
同
様
の
表
現
は
あ
る
。
し
か
し
隆
師
の
本
尊
論
は
、
本
門
八
品
上

行
付
嘱
の
上
に
論
じ
ら
れ
る
の
が
主
意
で
あ
り
、
本
尊
を
己
心
に
於
て
の
み
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
お
隆
師
の

「己
心
」

に
つ
い
て
の
言
及
は
、
高
田
恵
忍
稿

「観
心
本
尊
抄
四
十
五
字
法
体
段

「己
心
」
の
解
釈
に
就
い
て
」
「
大
崎
学
報
』
通
号
八
七
、

昭
和

一
〇
年

一
二
月
）
七
四
～
八
二
頁
等
で
検
討
さ
れ

「行
者
己
心
」
と
解
す
る
他
は
別
の
言
及
な
し
と
し
て
い
る
の
は
同
感
で

あ
る
。
た
だ
高
田
氏
に
よ
る
隆
師
の

『本
尊
抄
科
文
』
の
解
釈
は
、
今
日
か
ら
は
賛
同
で
き
な
い
。
前
掲
、
株
橋
日
涌
著

『観
心

本
尊
砂
講
義
』
の

「文
段
拝
見
の
用
意
」
（八
六
頁
以
下
）
参
照
。

（‐６
）
安
国
院
日
講
著

『録
内
啓
蒙
』
巻

一
八

（本
満
寺
本
、
八
〇
七
頁
）

（‐７
）
望
月
歓
厚
著

『観
心
本
尊
抄
』
（『日
蓮
聖
人
遺
文
講
義
』
第
三
巻
二
五
四
頁
）
で
は

「受
持
譲
与
段
の

『我
等
こ
の
五
字
を
受

持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与

へ
た
ま
ふ
』
の
下
に
於
て
の
み
、
己
心
具
足
で
あ
る
の
鉄
則
は
破
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
（引
用
者
中
略
）
己
心
と
は
明
ら
か
に
行
者
の
心
で
あ
る
こ
と
は
、
法
相
の
相
対
上
、
在
文
明
了
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

以
て
直
ち
に
仏
果
上
の
心
と
い
ひ
、
法
界
の
大
心
と
い
ふ
は
当
ら
な
い
。
（引
用
者
中
略
）
信
の
世
界

へ
の
統

一
に
於
て
其
の
事

一

念
三
千
は
成
立
つ
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
茂
田
井
教
亨
著

『本
尊
抄
講
讃
』
中
巻

（山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和
六
〇
年
）
七
五
四
頁
で

は
、
「法
華
経
者
の
己
心
」
と
す
る
。
前
掲
、
浅
井
回
道
著

『観
心
本
尊
抄
』
六
三
頁
で
は

「妙
法
五
字
を
受
持
す
る
者
の
己

心
」
と
し
、
望
月
説
に
賛
同
し
て
い
る
。
北
川
前
肇
著

『日
蓮
聖
人

『観
心
本
尊
抄
』
を
読
む
』
（大
法
輪
閣
、
平
成
二
〇
年
）
二

〇
四
頁
で
は

「法
華
経
の
信
仰
者
は
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
久
遠
の
釈
迦
と

一
体
と
な
り
、
そ
の
己
心
に
は
五
蘊
世
間

・
衆

生
世
間

・
国
土
世
間
の
三
世
間
を
具
え
、　
一
念
三
千
の
成
仏
が
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。
渡
辺
賓
陽

・
関
戸
尭
海



訳

『観
心
本
尊
抄
』
弯
日
蓮
聖
人
全
集
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
平
成
八
年
）
二
六
二
頁
で
は

「凡
夫
の
自
己
の
心
に
三
千
の
法
界
を

具
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
等
と
記
し
て
い
る
。
前
掲
、
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
教
学
篇
』
で
は

「
『観
心
本
尊
抄
』
の
文
脈
に

随
え
ば
五
字
受
持
の
信
が
己
心
の
本
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
釈
尊
と
受
持
者
と
の
感
応
道
交
に
己
心
具
三
千
が
成
就
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
己
心
と
は
受
持
者
と
釈
尊
と
が

一
体
と
な
っ
た

「本
時
の
心
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
」
Ｔ
三

一
頁
、
庵
谷
行
亨
稿
）
と
あ
る
。
「
五
字
の
受
持
で
自
然
に
因
果
の
功
徳
を
譲
与
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
と
、

「受
持
者
と
釈
尊
が

一
体
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
と
は
少
し
異
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

（‐８
）

『定
理漫

第

一
巻
、
五
二
九
頁

（‐９
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
五
三

一
頁
。
湛
然
述

『止
親
輔
行
偉
弘
決
』
翁
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
）
二
九
六
頁

ａ
ｌ０

（２０
）

『定
遺
』
第
三
巻
、
三
二
八
〇
頁

（２‐
）

『定
遺
』
第
四
巻
、
二
九
八
四
、
二
九
八
五
頁

（２２
）

『定
遺
』
第
二
巻
、　
三
二
一
四
頁

（２３
）

『定
遺
』
第
四
巻
、
二
九
八
六
頁

（２４
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
七
八
頁

（２５
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
人
四
四
頁

（２６
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
八
七

一
頁

（２７
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
四
二
頁

（２８
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
四
五
七
頁

（２９
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
七
三
〇
頁

『れ
だ
木
斗
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



（３０
）

『定
遺
』
第
二
巻
、　
一
一
三
二
頁

（３．
）

『定
遺
』
第
二
巻
、　
一
一
四
四
頁

（３２
）

『定
壼漫

第
二
巻
、　
一
四
三
二
頁

（３３
）

『定
遺
』
第
二
巻
、　
エ
ハ
九
〇
頁

（３４
）

『定
遺
』
第
三
巻
、
二
〇
九
五
、
二
〇
九
六
頁
。
類
文

『御
講
聞
書
』
翁
定
遺
』
三
巻
）
二
五
六
三
頁

（３５
）

『定
遺
』
第
二
巻
、　
一
八
六
五
頁
。　
一
八
六
四
頁
も
同
じ
。

（３６
）

『定
泣漫

第
三
巻
、
二

一
四
三
頁

（３７
）

「此
文
ハ日
蓮
ヵ
己
心
ノ大
事
也
」
翁
定
遺
』
第
三
巻
、
二
五
五
二
頁
）

（３８
）

『御
義
口
伝
』
巻
上

（『定
遺
』
第
三
巻
）
二
六
四
八
頁

（３９
）
同
右

（４０
）
真
蹟
が
今
亡
で
あ
る
故
に
単
純
に
偽
撰
と
み
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
拙
稿
は
、
四
十
五
字
中
の

「己
心
」
の
解
釈
を
問
題
と

す
る
上
で
他
の
用
例
を
参
照
し
た
迄
で
あ
り
、
真
蹟
存
否
の
み
を
注
意
し
て
お
い
た
。
但
し

「己
心
」
の
語
の
用
い
方
に
つ
い
て

は
真
蹟
の
伝
存
し
な
い
遺
文
の
方
に
、
中
古
天
台
本
覚
思
想
的
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
が
前
掲

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
教

学
篇
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

（三
二
〇
頁

↓
。
後
述
の
よ
う
に
、
『本
尊
抄
』
の

「己
心
」
は
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

少
な
く
と
も

『本
尊
抄
』
の

「己
心
」
に
つ
い
て
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
は
無
縁
の
用
例
と
い
え
る
と
考
え
る
。

（４‐
）
前
掲
、
清
水
龍
山
稿

「槻
心
本
尊
砂
要
義
」
二
頁

（４２
）
同
前
三
頁

（ｇ

同
、
五

一
頁



（４４
）
前
掲
、
山
川
智
應
稿

「
「親
心
本
尊
抄
」
四
十
五
字
法
性
段
正
義
」
六
九
頁

（４５
）
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
松
井
孝
純
稿

「
四
十
五
字
法
体
論
管
見
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
九
号
、
昭
和
四
八
年
八
月
）
に
概
観
が

あ
り
、
ま
た
、
前
掲
、
高
田
恵
忍

「観
心
本
尊
抄
四
十
五
字
法
体
段

「己
心
」
の
解
釈
に
就
い
て
」
の
緒
言
に
は
、
当
時
関
連
の

文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
応
酬
の
激
し
さ
に
当
惑
し
た
様
子
が
、
前
掲
、
茂
田
井
教
亨
述

『本
尊
抄
講
讃
』
に
み
え
る

（七
四
四
～
七
五
六
頁
）。
今
日
、
結
論
と
し
て
は
前
掲
の
よ
う
に
、
『本
尊
抄
』
の
文
脈
を
ふ
ま
え
た
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
私
見
の
よ
う
な

「己
心
」
の
解
は
み
ら
れ
な
い
。

（４６
）
苅
谷
日
任
稿

「観
心
本
尊
抄
四
十
五
字
の
妙
判
に
就
て
」
翁
尼
崎
学
叢
』
創
刊
号
、
昭
和

一
〇
年
三
月
）
二
六
頁

（４７
）
前
掲
、
株
橋
日
涌
稿

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
六
二
八
～
六
二
九
頁
。
但
し
引
用
文
中
の

（　
）
の
中
の
主
と
は
、
『日
隆
聖
人

文
段
主
要
御
書
』
（株
橋
日
涌
監
修
、
法
華
宗
宗
務
院
発
行
、
初
版
昭
和
五

一
年
、
再
版
昭
和
六
三
年
、
三
版
平
成

一
九
年
）
の
こ
と
。

ま
た
縮
と
は
、
『日
蓮
聖
人
御
遺
文
　
縮
刷
遺
文
』
釜
並艮
閣
版
、　
一
九
〇
四
年
刊
行
）
の
頁
数
で
あ
る
。

（４８
）
こ
の
点
で
は
望
月
歓
厚
氏
の
解
釈
も
同
様
で
あ
る

金
削
掲
注

（１７
）
参
昭
じ
。
但
し
、
望
月
氏
は
株
橋
先
生
の
よ
う
に
、
文
脈

上
の
解
釈
と
、
改
め
て
そ
の
上
で
の
己
心
の
実
態
の
解
釈
と
を
明
確
に
分
け
て
は
い
な
い
。

（４９
）

『摩
訂
止
親
』
翁
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
）

一
頁
ｂ
ｌ３

（５０
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
六
〇
四
頁

（５‐
）
拙
稿

「
『観
心
本
尊
抄
』
拝
読
私
見
―
佐
渡
塚
原
と

一
谷
の
間
―
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
二
一
号
、
平
成
二
一
年
一
一
月
）

（５２
）
拙
稿

「
〃法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
が
為
〃
私
考
」
（コ
ハ隆
学
林
紀
要
』
第

一
二
号
、
平
成

一
八
年
三
月
）

（５３
）
拙
稿

「
『法
華
取
要
抄
』
に
お
け
る
略

・
広
開
近
顕
遠
に
つ
い
て
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
二
〇
号
、
平
成
二
〇
年
三
月
）
で
は
、
聖

人
の
法
華
経
観
に
関
し
て
従
来
、
未
詳
で
あ

っ
た

「
一
品
二
半
」
の
分
文
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

『れ
ぶ
木
斗
炒
』
木
門
法
体
四
十
二
字
ヤ
の
「ι
だ
」
に
つ
い
て



（５４
）
拙
稿

「日
蓮
聖
人
の

一
念
三
千
論
私
見
Ｉ
Ｉ
十
界
互
具
論
―
」
（コ
ハ隆
学
林
紀
要
』
第
八
号
、
平
成
八
年
三
月
）

一
二
～

一
三
頁
。

ま
た
前
掲
拙
稿

「
『観
心
本
尊
抄
』
拝
読
私
見
―
佐
渡
塚
原
と

一
谷
の
間
―
」

一
六
～

一
七
頁
。

（５５
）
前
掲
拙
稿

「
『観
心
本
尊
抄
』
拝
読
私
見
―
佐
渡
塚
原
と

一
谷
の
間
―
」

一
六
頁
、
及
び
前
掲
拙
稿

「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千

論
私
見
Ｉ
Ｉ
十
界
互
具
論
―
」

一
二
～

一
三
頁
。

（５６
）
こ
こ
は

『四
信
五
品
砂
』
の

「以
信
代
慧
」
翁
定
遺
』
第
二
巻
、

〓

一九
六
頁
）
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て

考
え
た
い
。

（５７
）

『定
遺
』
第

一
巻
、
七
〇
四
頁

（５８
）

『観
心
本
尊
抄
』
の
題
号
の
区
切
り
方
も
種
々
で
あ
る
が
、
「観
心
の
本
尊
の
抄
」
と
な
る
の
が
や
は
り
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

（５９
）
例
え
ば
家
永
三
郎
著

『中
世
佛
教
思
想
史
研
究
』
（法
蔵
館
、
初
版
昭
和
三
二
年
、
昭
和
三
八
年
改
訂
増
補
第
四
版
）
の

「日
蓮
の

宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想
史
的
考
察
」
註

（
一
一
）

一
〇
三
頁
に
お
い
て
、

「懺
悔
滅
罪
の
行
者
」
（法
華
経
行
者
日
蓮
改
訂
序
言
）
と
し
て
の
日
蓮
の

「罪
」
の

「自
覚
」
（同
三
五
五
頁
）
と
云
は
れ
る
も

の
を
、
特
に
そ
れ
が

「多
く
現
は
れ
て
居
る
」
と
云
は
れ
る
文
永
九
年
の
書
簡

（同
二
七

一
～
一
一七
七
頁
）
な
ど
に
よ
っ
て
考

へ
て
み
る
も
、
法
然
や
親
鸞
の
場
合
の
如
き
深
刻
な
も
の
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
等
に
あ
っ
て
は
罪

業
の
自
覚
は
人
間
的
現
実
の
諦
視
か
ら
来
て
ゐ
る
が
、
日
蓮
に
あ

っ
て
は
単
に
謗
法
の
苦
報
と
し
て
経
文
か
ら
演
繹
さ
れ
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
法
然
や
親
鸞
の
教
も
経
論
の
文
句
か
ら
導
か
れ
て
ゐ
る
点
は
変
り
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
経

論
の
文
句
の
採
用
が
人
間
の
本
質
的
危
機
の
直
視
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
云
ふ
処
に
体
験
的
基
礎
を
も

つ
て
ゐ
る
。
然
る

に
日
蓮
の
法
華
信
仰
は
何
時
も
経
文
の
文
字
面
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
（以
下
引
用
省
略
）

等
と
述
べ
て
い
る
。
『本
尊
抄
』
前
半
の
記
述
は
、
こ
れ
に
対
す
る
強
い
反
論
と
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



（６０
）
前
掲
、
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
六
三

一
頁
で
は
、

我
々
凡
夫
の

一
念
三
千
観
心
と
い
う
も
の
は
妙
法
蓮
華
経
を
受
持
信
行
し
な
け
れ
ば
可
能
で
は
な
い
。
我
等
凡
夫
は
本
仏
釈
尊

の
久
遠
劫
の
難
行
苦
行
に
よ
っ
て
釈
尊
内
証
の
三
千
を
本
具
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
観
照
し
証
得
す
る
能
力
は
皆
無
で
あ
る
。

傷
て
妙
法
蓮
華
経
を
受
持

（聞
法
信
心
）
す
る
こ
と
に
由
て
妙
法
体
内
の
事
具
三
千
、
即
ち
本
仏
の
因
行
果
徳
の
二
法
を
自
然

に
受
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（引
用
中
略
）
こ
の
故
に
忠
師
は

「己
心
ノ
三
千
具
足
」
の
己
心
に
つ
い
て
妙
法
蓮

華
経
を
信
ず
る
行
者
の
己
心
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

等
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

付
記拙
稿
は
平
成
二
三
年
九
月
六
日
、
第
四
九
回
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
に
お
け
る
所
長
講
話

「
『本
尊
抄
』
本
門
法
体
四
五
字

の

「己
心
」
に
つ
い
て
」
の
原
稿
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

勧
心
本
尊
抄
　
本
門
法
体
四
十
五
字
　
己
心
　
一
念
三
千
　
法
開
顕


